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　要旨

ガリテッリア・ヴィバンス Gallitellia vivans は，

原生動物界・肉質虫門・根足虫綱・有孔虫目に属

し，有孔虫のほとんどは海洋で生活するなかで，

現生する約 40 種以上の浮遊性有孔虫の中では唯

一の三列状旋回の殻をもつ特異な形態・系統を示

す (BouDagher-Fadel, 2015)．

その化石としての出現は新生代第三紀鮮新世

に遡るが，現生の個体を含めて報告例は少なく，

また有孔虫群集における個体の占める割合が小さ

いために，分布や生態が他の浮遊性有孔虫種に比

べてあまり解明されていない．

本邦では，Kimoto et al. (2009) が 2006 年に対馬

海峡の水深 15 m から採取した生体の報告ののち，

他地域でも報告されるようになった．

本調査では，鹿児島県西部の沿岸域の潮間帯

における本種の分布を報告する．

　試料

調査地は鹿児島県阿久根市脇本から南さつま

市坊津町久志に渡る薩摩半島の西部と，薩摩川内

市里町里（上甑島）の市の浦の海岸である．

調査期間は，2016 年 3 月から 2017 年 2 月であ

る．

本調査で用いた試料の採取位置を図 1 に示す．

採取地点は 15 地点で全 45 試料であり，垂直的に

は海岸の潮間帯で，干潮時に出現する潮だまり

（tide pool）中や下部の海中である．

採取時に現地で測定した水温と塩分濃度を図 2

に示す．

採取に用いた試料は，海中に点在する握りこ

ぶしより一回り大きな海藻が付着した礫（写真 1）

と，潮だまりで浮遊する海藻（写真 2）である．

採取した試料は，採取時に極力有孔虫を落と

してしまわないように静かに水中から空中に引き

上げ，プレート上で撮影した．その後，ビニール

袋に保管して持ち帰り，礫の場合はビニール袋内

に水と少量の過酸化水素水を入れて（海藻は水の

み）発泡が治まった後，ビニール袋内で振動を与
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図 1．試料採取位置．
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え，礫表面や海藻から有孔虫が脱落するようにし

た．

その後，ビニール袋内に落ちて溜まった残渣

をろ紙上ですべて濾した．残渣の抽出はビニール

内に出なくなるまで，先の手順を数回繰り返した．

次に十分に乾燥させたのち，実体顕微鏡上で

拾いやすいように二分割器による縮分を数回行

い，その後最小の分割片からひとつ前の分割片へ

順に有孔虫が 200 個体以上になるまで拾い上げ

た．

また，残渣は礫に付着する海藻，海藻の根元

まわれやくぼみにある砂粒子やそれ以下の細粒

子，および他の海生物遺骸よりなり，かつそれを

取り出した礫等は形や大きさに違いがあるため

に，試料間の基準となる単位が必要である．今回

は，礫の表面積を基準とし，簡易的ではあるが礫

の表面をアルミ箔で覆い，その重さから表面積を

求めた．さらに，礫は海水に接している部分と海

底に接している部分があるため，二面に区別して

面積を求めている．この方法で，礫上面の単位面

積当たりの個体数が基準として比較した．

拾い出した有孔虫は有孔虫用スライドにマス

ごとに同定して並べた．

図 2．主な採取地点の水温と塩分濃度変化．

写真 1．2017011402 の試料．

写真 2．2016052102 の試料（中央の赤い海藻）．
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　結果

鹿児島県西部の沿岸域と甑島の潮間帯で採取

した礫と潮だまりで浮遊中の海藻の試料から 11

個体の Gallitellia vivans を同定した．

個体の出現は，いちき串木野市小瀬町長崎鼻

公園先の地点，いちき串木野市荒川の 2 地点，い

ちき串木野市羽島白浜の 2 地点，およびいちき串

木野市羽島土川の 1 地点の礫からと，薩摩川内市

里町里（上甑島）の，市の浦海岸の潮だまりで浮

遊する海藻からである．

採取地点の干潮時の垂直的な位置関係では，潮

間帯の下部で一番多く採取されている．

時期的な差は秋から冬の採取が多く，単位面

積当たりの出現数でも冬の 2017011403 が多い．

海水と塩分濃度との関係については今回は不

明である．

今回は個体の出現数が全有孔虫 200 個以上に

対し 1–4 個であるために，有孔虫群集との関係は

掴めていない．ただし，浮遊性有孔虫と全有孔虫

の比率（P/T 比）は，0.06 以下で浮遊性有孔虫が

少ないが，他の種の浮遊性有孔虫が採取されない

試料でも Gallitellia vivans のみが確認されている

試料がある．

鏡下では Gallitellia vivans は，大きさは 0.1 mm

程である．

　考察

今回の調査結果から，鹿児島県西部の沿岸域

の潮間帯においては，いちき串木野市の一部と，

海を隔てた薩摩川内市里町（上甑島）で遺骸個体

を確認できた．いちき串木野市の採取地点では通

年して確認できたことから，ほぼ間違いなく，生

きた Gallitellia vivans が分布しているものと考え

られる．また，薩摩半島西部で分布の偏りについ

ては，海洋を渡るだけの運動能力がないと考えら

れている Gallitellia vivans が，河川，砂丘の自然

条件や，その他の人為的活動のために，いちき串

木野市周辺から分布を広げられない可能性があ

る．しかし，薩摩半島から約 20 km 海を隔てた甑

島に離れて分布していることとは矛盾する．生物
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地理学ではこのように地理的に離れた分布を隔離

分布と呼ぶ．本種は近年大洋中の島で分布してい

るのが発見されており，本当はすでに他の浮遊性

有孔虫と同じような海洋を渡るだけの能力を持っ

ているか，あるいは人為的な拡散（バラスト水に

よる拡散）か，または自身が海洋を渡らなくても

海藻などの漂流物を介して海洋を渡る可能性があ

る．今回，薩摩川内市里町里（上甑島）の，市の

浦海岸の潮だまりで浮遊する海藻から見つけた個

体はそれを示す有力な資料となるのではないか．

　今後の課題

今回の調査では，鹿児島県西部の沿岸域の潮

間 帯 か ら 遺 骸 で は あ る が 浮 遊 性 有 孔 虫 の

Gallitellia vivans を確認できた．いちき串木野市

周辺では地理的にはやや途切れているが，ほぼ通

年にわたってその確認ができた．ただし，有孔虫

群集における出現個体が少ないことから他の有孔

虫との関係，環境要因との関係，礫と個体数の関

係，海藻と個体の関係，および個体の形態の違い

等，様々な課題が現れた．もっとも大きな課題は，

本当に生きた Gallitellia vivans がこの地域に生息

しているのかであろう．

今回の Gallitellia vivans の報告は，全く別な理

由で始めた調査の中で偶然に見つけた結果である

が，今後も継続的にいちき串木野市周辺の試料採

取を続けることにより，この種の時間的な分布が

追いかけられ，採取地点を鹿児島全域に広げるこ

とで平面的な分布をも追いかけられると考える．

さらには，生きた Gallitellia vivans をどうにかし

て採取したいと考えている．データの積み上げは

わずかにしか増えないが，Gallitellia vivans につ

いての知見は少しずつではあるが確実に増えると

考える．
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